
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
通信システムにおける電力制御方法であって：
電力制御送信を測定する段階
電力調整コマンドの送信時刻に基づいて前記電力制御送信の前記測定が終了する前に測定
を中断することにより、前記電力制御送信の中断された 測定 を生成する段階；

によって構成され
ことを特徴とする方法。

【請求項２】
前記通信システムが拡散スペクトル通信システムである請求項１記載の方法。
【請求項３】
前記電力制御送信の前記測定段階が電力制御グループを測定する段階によって構成される
請求項１記載の方法。
【請求項４】

記電力調整コマンドを送信して、 信 電力調整コマンドを生成する段 よって
さらに構成される請求項１記載の方法。
【請求項５】
通信システムにおいて電力を制御する装置であって：
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；

状態での 値
および
前記電力調整コマンドの推定値を生成する段階；

、前記電力調整コマンドの前記推定値が、前記電力制御送信の中断され
た状態での前記測定値に基づく

前 送 済みの 階に



電力制御送信を測定する積分器
前記積分器に結合されて、電力調整コマンドの送信時刻に基づいて前記電力制御送信の前
記測定を中断する論理ユニット；

によって構成され、
ことを特徴とする装置。

【請求項６】
前記通信システムが拡散スペクトル通信システムである請求項 記載の装置。
【請求項７】
前記電力制御送信が電力制御グループによって構成される請求項 記載の装置。
【請求項８】

記電力制御状態装置 に結合されて、前記電力調整コ
マンドを送信する送信 よってさらに構成される請求項 記載の装置。
【発明の詳細な説明】
発明の分野
本発明は、一般に通信システムに関し、特に通信システムにおける電力制御に関する。
発明の背景
通信システムは、遠隔ユニットの送信エネルギを制御する電力制御方法を採用することが
知られる。電力制御を採用するこのような通信システムの１つに、拡散スペクトル通信シ
ステムがある。拡散スペクトル・システムにおける電力制御には２つの主な機能がある。
第１に、拡散スペクトル・システム内の各遠隔ユニットの信号は、同じ周波数内で通常送
られるので、被受信信号に関わるノイズの大半（これは、ノイズ密度当たりのビット・エ
ネルギ、すなわち情報ビット当たりのエネルギとノイズ・スペクトル密度の比として定義
されるＥ b／Ｎ 0に反比例する）は、他の遠隔ユニットの送信に帰することができる。ノイ
ズの強度は、他の遠隔ユニットの各送信の被受信信号電力に直接関連する。そのため、遠
隔ユニットは、可能な限りの最低電力レベルで送信すると有益である。第２に、送信がほ
ぼ同じ電力レベルで基地局に受信されるようにすべての遠隔ユニットの電力を動的に調整
することが望ましい。これを行うには、最も近い送信機がその電力を、最も遠い送信機の
電力に比べて８０ dBも下げることは必要になる。
符号分割多重接続（ CDMA:code-division multiple-access）通信システムにおいて逆方向
チャネル（ reverse channel）電力を制御するための従来技術による方法は、本明細書に
参考文献として含まれる、米国電子工業会／電気通信工業会暫定規準９５（ TIA/EIA/IS-9
5A）の「 Cellular System Remote unit-Base Station Compatibility Standard」に説明
される。（ EIA/TIAの連絡先は 2001 Pennsylvania Ave. NW Washington DC 20006）。 TIA/
EIA/IS-95セクション 7.1.3.1.7に説明されるように、電力制御サブチャネルは、順方向ト
ラフィック・チャネル上に連続して送信される。タイム・スロット「 k」において、基地
局は遠隔ユニットから送信された電力制御グループを受信する。タイム・スロット「 k+1
」において基地局は、遠隔ユニットに送る電力調整コマンドを計算する。タイム・スロッ
ト「 k+2」において、基地局は電力調整コマンドを遠隔ユニットに送信する。最後にタイ
ム・スロット「 k+3」において、基地局は修正された電力レベルで送信された遠隔ユニッ
トの信号を受信する。遠隔ユニットの電力調整を基地局が電力制御グループを受信した後
の第３タイム・スロットまで遅延させるこの過程は、逆方向チャネルの性能に否定的な影
響を与えることがある。
かくして、基地局が遠隔ユニットの電力制御グループを受信した後の第３タイム・スロッ
トに先立ち、遠隔ユニットの電力調整を行う必要がある。
【図面の簡単な説明】
第１図は、本発明を利用することのできる基地局受信機の好適な実施例のブロック図であ
る。
第２図は、本発明を利用することのできる基地局送信機の好適な実施例のブロック図であ
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；

および
前記積分器に結合されて、前記電力調整コマンドの推定値を生成するエネルギ調整ユニッ
ト；

前記電力調整コマンドの前記推定値が、前記電力制御送信の中断され
た状態での前記測定値に基づく

５

５

前 を介して前記エネルギ調整ユニット
機に ５



る。
第３図は、本発明の好適な実施例による、電力制御グループを受信し、電力調整コマンド
を送信する装置を示す。
第４図は、本発明の好適な実施例による、符号分割多重接続システムにおいて逆方向チャ
ネル電力を制御する方法の流れ図である。
第５図は、本発明の好適な実施例による、符号分割多重接続システムにおいて逆方向チャ
ネル電力を制御する時間領域図を示す。
第６図は、本発明の好適な実施例により、符号分割多重接続システムにおいて逆方向チャ
ネル電力を制御する方法の流れ図である。
第７図は、本発明の好適な実施例による、サブレート送信中に逆方向チャネル電力を制御
する装置を示す。
好適な実施例の説明
CDMAシステムにおける逆方向チャネル電力制御は、遠隔ユニットにより送信される電力制
御送信（電力制御グループ）の測定時刻を調整し、電力調整コマンド（電力制御ビット）
を計算し、基地局により次に送信される電力制御グループ内にそれを遠隔ユニットに対し
て送信することにより実行される。遠隔ユニットに次に送信される電力制御グループ内に
電力調整コマンド（電力制御ビット）を送信することにより、基地局は電力制御グループ
の測定後の第２タイム・スロット（ k+2）において電力制御調整を受信することができる
。これにより、逆方向チャネルの性能が１ dB Eb /N0も改善される。
一般に、本発明は電力調整コマンドの送信時刻に基づいて完了前に電力制御送信を測定し
、電力制御送信の測定を中断する段階を備える。
代替の実施例は、符号分割多重接続（ CDMA:code-division multiple-access）通信システ
ムにおいて電力制御を行う方法を実現し、この方法は、電力制御グループの測定を開始す
る段階と、次の電力制御ビットの送信時刻を決定する段階とによって構成される。その後
、送信時刻に基づいて電力制御グループの測定が中断される。最後に、計算された電力制
御ビットが遠隔ユニットに送信される。
さらに別の実施例は、通信システムにおいて電力を制御する装置を実現する。本装置は、
電力制御送信を測定する積分器と、電力調整コマンドの送信時刻に基づいて電力制御送信
の測定を中断する論理ユニットとによって構成される。
別の実施例は、通信システムにおいて電力制御を行う方法を実現する。本方法は、電力調
整コマンドの送信時刻を決定する段階と、電力調整コマンドの送信時刻が閾値より低い場
合に前回の電力調整コマンドに基づいて電力調整コマンドを推定する段階とによって構成
される。電力調整コマンドの送信時刻が閾値より高い場合は、電力調整コマンドは電力制
御グループの短縮された測定に基づいて推定される。
さらに別の実施例は、通信システムにおいて電力制御を行う方法を実現する。本方法は、
遠隔ユニットの送信時刻を決定する段階と、電力制御コマンドを適応する場合に２タイム
・スロット分の遅延と３タイム・スロット分の遅延との間で、送信速度に基づいて切り換
える段階とによって構成される。
第１図は、遠隔ユニットにより送信される電力制御グループを受信する基地局受信機１０
０の好適な実施例のブロック図である。直交暗号化された拡散スペクトル・デジタル信号
１３０は、受信アンテナ１３１により受信され、受信機１３２により増幅されてから、同
相成分１４０および直角位相成分１３８に拡散解除および復調１３６される。
次に、拡散解除デジタル・サンプルの成分１３８，１４０は、サンプリングされた信号の
所定長グループ（たとえば６４サンプル長グループ）に分別され、これらは高速アダマー
ル変換器１４２，１４４の形の直交デコーダに個別に入力され、ここで直交暗号化信号成
分は拡散解除されて、それぞれ複数の拡散解除信号成分１４６，１６０を生成する（たと
えば、６４個のサンプル長グループが入力されると、６４個の拡散解除信号が生成される
）。さらに各変換器出力信号１４６，１６０は、互いに直交する１組のコード内からそれ
ぞれ特定の直交コードを識別する関連のウォルシュ指標符号を有する（たとえば６４個の
サンプル長グループが入力された場合は、６ビット長の指標データ符号を変換器の出力信
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号に関連させることができ、これは変換器出力信号が対応する特定の６４ビット長直交コ
ードを示す）。受信機１００の各分岐から得た信号１５６の各グループ内で同じウォルシ
ュ指標を有するエネルギ値が加算器１６４において加算されて、加算されたエネルギ値１
６６のグループとなる。被加算エネルギ値１６６のグループ内の指標 iを有するエネルギ
値は、被加算エネルギ値１６６のグループを生成するサンプリングされた信号のグループ
が i番目のウォルシュ指標に対応する信頼性の尺度に対応する。関連の指標をもつ被加算
エネルギ値のグループは、次に（二重極大数値発生器などの）ソフト決定数値発生器１６
８に送られ、ここで暗号化された各データ・ビットの１つの数値が決定されて、それによ
り１組の集合ソフト決定データ１７０が生成される。集合ソフト決定データ１７０は、次
にデインターリーバ１７２により挟み込みが解除されて、デコーダ１７６により最終的な
最大確率が解読される。
第２図は、遠隔ユニットに電力調整コマンドを送信する CDMA送信機２００の好適な実施例
のブロック図である。好適な実施例においては、電力調整コマンドは「０」ビットが遠隔
ユニットに対して平均出力電力レベルを上げるよう指示し、「１」ビットが遠隔ユニット
に対して平均出力電力レベルを下げるよう指示する電力制御ビットである。送信機２００
は、好ましくは、 TIA/EIA/IS-95Aにより定義されるような送信機である。送信機２００は
、畳込みエンコーダ２１２，インターリーバ２１６，直交エンコーダ２２０，変調器２２
４，上方変換器２２８およびアンテナ２２９を具備する。
動作中は、信号２１０（トラフィック・チャネル・データ・ビット）が特定のビット速度
（たとえば毎秒９．６ kビット）で畳込みエンコーダ２１２により受信される。入力され
たトラフィック・チャネル・データ２１０ビットは、通常、ボコーダによりデータに変換
された音声，純粋なデータまたはこれら２種類のデータの組み合わせを備える。畳込みエ
ンコーダ２１２は、入力データ・ビット２１０を一定の暗号化速度で、データ符号に暗号
化する。このとき、後でデータ符号をデータ・ビットに最大確率解読することを容易にす
るアルゴリズム（たとえば畳込みまたはブロック・コード化アルゴリズム）を用いる。た
とえば、畳込みエンコーダ２１２は、１つのデータ・ビットを２つのデータ符号にする一
定の暗号化速度において入力データ・ビット２１０（毎秒９．６キロ・ビットの速度で受
信される）を暗号化し、畳込みエンコーダ２１２は１９．２ k符号／秒の速度でデータ符
号２１４を出力する。
データ符号２１４は、次にインターリーバ２１６に入力される。インターリーバ２１６は
、符号レベルで入力データ符号２１４を挟み込む。インターリーバ２１６において、デー
タ符号２１４は、データ符号２１４の所定の寸法ブロックを定義する数列に個別に入力さ
れる。データ符号２１４は、行列を列毎に埋めるように行列内の位置に入力される。デー
タ符号２１４は、行列が行毎に空になるように行列内の位置から個別に出力される。通常
、この行列は列の数と等しい行の数を有する正方行列であるが、他の行列形態を選んで、
連続的に入力される挟み込まれないデータ符号間の出力挟み込み距離を大きくすることも
できる。挟み込まれたデータ符号２１８は、入力されたのと同じデータ符号速度（たとえ
ば１９．２キロ・シンボル／秒）でインターリーバ２１６により出力される。行列により
定義されるデータ符号のブロックの所定寸法は、所定長の送信ブロック内に所定の符号速
度で送信することのできるデータ符号の最大数から導かれる。たとえば、送信ブロックの
所定長が２０ミリ秒の場合、データ符号ブロックの所定寸法は１９．２ k符号／秒 x２０ミ
リ秒で、３８４データ符号となり、１６ x２４の行列を定義する。
挟み込まれたデータ符号２１８は、直交エンコーダ２２０に入力される。直交エンコーダ
２２０は、直交コード（たとえば６４アレイ・ウォルシュ・コード）を挟み込まれスクラ
ンブルされたデータ符号２１８の各々にモジューロ２加算する。たとえば、６４アレイ直
交暗号化において、挟み込まれスクランブルされたデータ符号２１８は、それぞれ６４符
号直交コードまたはその逆数により置き換えられる。これら６４個の直交コードは、好ま
しくは、６４ x６４アダマール行列からのウォルシュ・コードに対応し、このときウォル
シュ・コードは行列の１行または１列である。直交エンコーダ２２０は、一定の符号速度
（たとえば１９．２キロ・シンボル／秒）で入力されたデータ符号２１８に対応するウォ
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ルシュ・コードまたはその逆数２２２を繰り返し出力する。
ウォルシュ・コード２２２のシーケンスは、変調器２２４により通信チャネルでの送信の
ために準備される。拡散コードは、符号の特定ユーザ用シーケンスまたは一意的ユーザ・
コードで、一定のチップ速度（たとえば１．２２８Ｍチップ／秒）で出力される。さらに
ユーザ・コード拡散暗号化チップは、１対の短い疑似乱数コード（すなわちロング・コー
ドに比べて短い）によりスクランブルされて、 Iチャネルおよび Qチャネル・コード拡散シ
ーケンスを生成する。 Iチャネルおよび Qチャネル・コード拡散シーケンスは、１つのシヌ
ソイド（ sinusoid）の電力レベル制御を駆動することにより、直角位相対のシヌソイドを
二相変調するために用いられる。このシヌソイド出力信号が合計され、帯域通過濾波され
、 RF周波数に変形され、増幅され、上方変換器２２８を介して濾波され、アンテナ２２９
により放出されて、チャネル・データ・ビット２１０の送信が完了する。
第３図は、電力制御グループを（第１図に示される受信機を介して）受信し、電力調整コ
マンドを（第２図に示される送信機を介して）送信する、本発明の好適な実施例による装
置３００を示す。装置３００は、統合エネルギ・ランダム・アクセス・メモリ（統合エネ
ルギ RAM）３０１，積分器３０５，スイッチ３０３，エネルギ調整ユニット３０７，電力
制御状態装置３０９，状態スイッチ３１０，ロング・コード発生器３１１，ロング・コー
ド先行器３１４および論理ユニット３１５を具備する。本発明の好適な実施例による装置
３００の動作は、以下のように行われる。電力制御グループが統合エネルギ RAM３０１に
入り、そこで電力制御グループ内に送信される N個の変調符号（ IS-95Aにおいては N=６）
のエネルギが測定され格納される。多くの場合、電力制御グループ内の N個すべての変調
符号の測定を短縮して基地局により送信される次の電力制御グループ内の電力制御ビット
を送信することが必要になる。電力制御グループの測定を短縮する必要のある時間は、論
理ユニット３１５により決定される。
ロング・コード発生器３１１は、ロング・コード先行器３１４にロング・コードを出力す
る。ロング・コード先行器３１４は、少なくとも電力制御ビット演算時間（ Tc a l c）を往
復の遅延時間（ Tr t d）に加えた分だけ（すなわち Tc a l c＋ Tr t d）ロング・コードを先行さ
せる。これは、次の電力制御グループ内で電力制御ビット位置を計算するためのロング・
コード値を決定するためである。論理ユニット３１５は、ロング・コード先行器３１４か
ら先行されたロング・コード３１６を受信し、先行されたロング・コード３１６から１６
個の可能な開始位置のうちどこで電力制御ビットが送信されるかを決定する。（ TIA/EIA
／ IS-95A規準を備える）好適な実施例においては、電力制御ビットは次の電力制御グルー
プ内に T(b)=1.25* b/24msにおいて送信される。ただし「 b」は電力制御ビットが送信され
る変調符号（０ないし１５）の数である。基地局が定刻に電力制御ビットを送信するため
には、基地局と遠隔ユニットとの間の Tr t dを考慮に入れる必要がある。 Tc a l cを考慮する
と、電力制御グループの測定は少なくとも Ta d vだけ短縮する必要がある：
Ta d v =Tc a l c -T(b)+Tr t d (Tc a l c -T(b)+Tr t d≧ 0のとき）
Ta d v =0(Tc a l c -T(b)+Tr t d <0のとき）
TIA/EIA／ IS-95A（１．２５ ms電力制御グループ）を利用すると、電力制御グループが測
定される合計時間は、次のようになる：
Tm e a s u r e≦１．２５ ms-Ta d v
論理ユニット３１５が電力制御グループを測定するために必要な時間を計算すると、論理
ユニットはこの時間をスイッチ３０３に送信し、スイッチ３０３は適切な時刻に閉路とな
り、獲得した変調符号のエネルギに関する情報を積分器３０５に伝える。積分器３０５は
、獲得した変調符号を合計して、合計値をエネルギ調整ユニット３０７に出力する。エネ
ルギ調整ユニット３０７は、電力制御グループ内の N個すべての変調符号が獲得されたも
のとして、合計された変調符号の値を推定する。好適な実施例においては、加算値を０．
００１２５／ Tm e a s u r eで単純に掛け算することでこれが行われる。ただし０．００１２５
は、電力制御グループ送信の総時間である。
加算された変調符号の被調整値は、電力制御状態装置３０９に出力される。電力制御状態
装置３０９は、加算された変調符号の被調整値を用いて、電力制御ビットの値（「０」ま
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たは「１」）を決定し、この値を状態スイッチ３１０に出力する。状態スイッチ３１０は
、（ロング・コード発生器３１１により生成される）ロング・コードから、１６個の可能
な開始位置のどこで、電力制御ビットが送信されるかを決定し、電力制御ビットをそれに
従って送信する。
第４図は、本発明の好適な実施例により、 CDMAシステムにおいて逆方向チャネル電力を制
御する方法の流れ図である。論理の流れは、段階４０１において、電力制御グループを測
定する必要のある時刻が決定されることで始まる。好適な実施例においては、電力制御グ
ループは：
Tmeasure≦１．２５ ms-Tadv
に関して測定される。ただし：
Ta d v =Tc a l c -T(b)+Tr t d (Tc a l c -T(b)+Tr t d≧ 0のとき）
Ta d v =0(Tc a l c -T(b)+Tr t d <0のとき）。
次に段階４０３において、電力制御グループの最初に測定が開始される。段階４０５にお
いて、 Tm e a s u r eが電力制御グループの継続測定を超過するか否かが判定され、超過しない
場合は段階４０７で電力制御グループの測定が継続される。電力制御グループの継続測定
が Tm e a s u r eを超過すると、論理の流れは４０９に続いて、測定された電力制御グループが
積分される。次に段階４１１において、電力制御グループ内の N個すべての変調符号が獲
得された場合の条件について、電力制御グループから推定値が作成される。好適な実施例
においては、これは総計された値に０．００１２５／ Tm e a s u r eを掛け算するだけで実行さ
れる。
段階４１３において、電力制御ビットが決定され、段階４１５において電力制御グループ
内の電力制御ビットの位置が決定される。次に段階４１７において、電力制御ビットを送
るべき時刻か否かが判定され、送るべき時刻である場合は、段階４１９において電力制御
ビットが遠隔ユニットに送られる。そうでない場合は、論理の流れは段階４１７に単純に
戻る。
好適な実施例においては、拡散符号の最初で遠隔ユニットが電力を変化させることが望ま
しいので、ある種の制御メッセージの新しいフィールドが定義されて、遠隔ユニットは３
電力制御グループ分の遅延から２電力制御グループ分の遅延にシフトするか、あるいはそ
の逆方向にシフトすることができるようになる。特に、遠隔ユニットは基地局に対して、
呼の設定時には遠隔ユニットが２電力制御グループ分の遅延に対応可能であることを知ら
せ、基地局は、充分な数値が得られて、 Tr t dが所定の数量より大きくないことが確認され
ると、３電力制御グループ分の遅延から２電力制御グループ分の遅延に切り替わる。好適
な実施例においては、ランダム・アクセス・メッセージについて瞬間的な遅延意志決定が
行われ、チャネル割当メッセージ内にコマンドが中継される。呼が起こされてしばらくた
つと、 Tr t dは、大きくなりすぎて、基地局は遠隔ユニットに対して３電力制御グループ分
の遅延モードに戻るよう指示する。
第５図は、本発明の好適な実施例により、 CDMAシステムにおける逆方向チャネル電力を制
御する時間領域図を示す。第５図に示されるように、電力制御グループはタイム・スロッ
ト「 k」において、最大（１．２５－ Ta d v） msの期間にわたり測定される。タイム・スロ
ット k+1において、基地局は被受信電力を推定し、電力制御ビットの値（「０」または「
１」）を決定して、電力制御ビットを遠隔ユニットに送信する。最後にタイム・スロット
k+2の前に、基地局は遠隔ユニットの送信した信号を正しい信号レベルで受信する。基地
局が電力制御グループを受信した後の第３タイム・スロット間で遠隔ユニットの電力調整
を遅延させる従来技術による方法は、逆方向チャネルの性能に悪影響を与えることがある
ので、電力制御グループの測定後の第２タイム・スロットに電力調整を行うようにするこ
とで、逆方向チャネルの性能は１ dB Eb /N0も改善される。
第６図は、本発明の好適な実施例により、 CDMAシステムにおいて逆方向チャネルを制御す
る方法の流れ図である。電力制御グループ測定間隔に割り込まずに、本実施例では、１．
２５ msのエネルギ測定が次のタイム・スロット内で送信される電力制御ビットにより行わ
れるには、あまりに早く電力制御ビット・スロットが現れる場合はいつでも、電力制御ビ
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ットの値を推定するアルゴリズムを採用する。電力制御と Tr t dが５０ ms以内に起こるとす
ると、アルゴリズムは、平均して、１６の電力制御グループ測定のうち１回の測定に関し
てのみ作動すれば済む。
論理の流れは、電力制御グループを測定し、さらに次のタイム・スロット内の電力制御ビ
ットを送信することができるために必要な時間が測定される段階６０１において開始され
る。段階６０３において、電力制御グループを測定するために用いることのできる時間が
あまりに少ないか否か（たとえば＜１．２５ ms）が判定される。段階６０３において、電
力制御グループを測定するために用いることのできる時間が１．２５ ms未満であることが
判定されると、（段階６０７において）標準的な電力制御測定と格納とが行われ、電力制
御ビットの標準的計算が（段階６１３で）行われる。最後に電力制御ビットが段階６２１
で送信される。
段階６０３において、電力制御グループを測定するために用いることのできる時間が１．
２５ ms未満であることが判定されると、段階６０９において、電力制御グループの前回の
測定が所定の数量よりも小さかったか、あるいは大きかったかの判定がなされる。前回の
測定が所定の数量より小さい、あるいは大きかった場合は、段階６１１において、前回の
電力制御ビット値が今回の電力制御ビット値として用いられ、段階６２１で送信される。
さらに別の実施例において、電力制御ビットの推定は、前回の電力制御ビットを（上記の
ように）利用することにより実行されるが、これは Tm e a s u r eがある最低数値（たとえば４
００μ s）未満である場合に限られる。たとえば、 Tm e a s u r eが４００μ s未満である場合は
、電力制御ビットは前回の電力制御ビット値を用いることにより推定されることになる。
そうではなくて、 Tm e a s u r eが４００μ s超である場合は、電力制御ビットは上記のように
、短縮された期間にわたり電力制御グループを測定することにより推定される。
遠隔ユニットがフルレート（全速）未満で動作するとき（すなわち特定のフレーム上に送
信しないとき）は、現行の TIA/EIA／ IS-95A規準では、遠隔ユニットが電力制御グループ
を送信しなかったときに対応して生成された電力制御ビットを、遠隔ユニットが適用しな
いことを要求する。遠隔ユニットは電力制御グループが送られた後の第３タイム・スロッ
トにおいて電力制御ビットを受信することが予測されるので、 TIA/EIA／ IS-95A規準では
、遠隔ユニットが電力制御グループを送信しなかったタイムスロットから３タイム・スロ
ット分受信された電力制御ビットを、遠隔ユニットに無視させる。本発明の好適な実施例
は、電力制御グループを送付後１タイム・スロット分だけ、遠隔ユニットにより受信され
ている電力制御ビットを有するので、現行の TIA/EIA／ IS-95A規準はそれがもたない電力
制御ビットを遠隔ユニットに無視させるか、あるいはその逆である。この問題に対する解
決策を第７図に関して論じる。
第７図は、本発明の好適な実施例による、サブレート送信中に逆方向チャネル電力を制御
する装置７００を図示する。装置７００は、電力制御ビット計算器７０７，速度決定回路
７０１，ルール・リスト７０３，電力制御ビット選択回路７０５および電力制御ビット挿
入器７０９によって構成される。好適な実施例においては、電力制御ビット計算器７０７
は、２つの出力を有する。第１出力は、遠隔ユニットにより送信される最後の電力制御グ
ループに関する電力制御ビットの値で（第５図に関して上述されたように）、第２出力は
、２電力制御グループ分先行して（ TIA/EIA／ IS-95A仕様について）、遠隔ユニットによ
り送信される電力制御グループに関する電力制御ビットの値である。装置７００の動作は
次のように行われる：速度決定回路７０１が動作の現行速度を判定する（たとえば、フル
レート，１／２，１／４または１／８速度など）。速度情報が速度決定回路７０１から出
力され、電力制御ビット選択回路７０５に入力される。電力制御ビット選択回路７０５は
、速度情報とルール・リスト７０３とを利用して、挿入される電力制御ビットを決定する
場合にどの電力制御グループを利用するか（１電力制御グループ分先行するグループか、
あるいは２電力制御グループ分先行するグループか）を決定する。電力制御ビット選択回
路７０５は、次に、（電力制御ビット計算器７０７から送信される）適切な電力制御ビッ
トを選択して、それを電力制御ビット挿入器７０９に出力する。
速度決定回路７０１により利用することのできるフレーム速度推定子は数多くある。好適
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な実施例においては、速度決定回路７０１は遠隔ユニットが最後に送信した４つの電力制
御グループに基づくエネルギおよび位相測定を利用する。閾値は、偽解読フルレートを許
容可能な最大値より小さく抑えるように設定される。前回４つの電力制御グループの振幅
（Ａ）と位相測定（φ）が受信され、決定機構に入力される。速度決定回路７０１がたど
る段階を表１に示す。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
適切な電力制御ビット（ pcb:power-control bit）を選択するルール・リスト７０３を以
下に示す。第１欄は遠隔ユニットにより送信される電力制御グループ番号（０～１５）を
示す。残りの３つの欄は、それぞれの最初に注目される種々の速度である。リストの内容
は、適切な電力制御ビットを計算する際に用いる電力制御グループ（ pcg:power-control 
group）の番号である。４つの電力制御グループ毎に、速度推定値の更新が行われる。半
速度フレームに関して記載された「ルール」（表内には「ルール」と表記）は、前回のス
ロットと代替のスロットの両方がアクティブの場合は前回の電力制御ビットを用いること
で、そうでない場合は代替の電力制御ビットを用いることである。電力制御ビットは表２
に示されるように計算される。
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本発明の説明，特定の詳細および上記の図面は本発明の範囲を制限するものではない。た
とえば、電力制御ビットを推定するために上述された過程の代わりに、電力制御ビット挿
入時刻があまりに早く来て、エネルギ推定が完了できない場合はいつでも、電力制御ビッ
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トの前回値を単純に用いることもできる。本発明の精神および範囲から逸脱せずに本発明
に種々の改良を加えることができることが発明者の意図であり、これらすべての修正は以
下の請求項の範囲に入るものとする。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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